
① 悪臭防止法では、アンモニア、硫化水素といった特定悪臭物質の濃度規制のほか、臭気を無臭
の空気・水で何倍薄めたら臭いがなくなるかを人間の嗅覚により測定し規制する臭気指数規制
が採用されている

② 臭気指数は有害物質を除きどのような臭気でも測定できるので、規制できる対象が広い
③ しかしながら、次の３つの誤差要因があり、測定値の精度に大きな影響を与える
(1)嗅覚の能力は個人差が大きい
(2)臭気指数の測定で用いられる三点比較法（臭気が入った１つに袋・フラスコと無臭の２つの袋

の臭いを嗅いで検体の入った袋（フラスコ）を当てる）では、分かっていなくてもまぐれ当た
りが発生することがある

(3)悪臭防止法では、事業場の敷地境界線の臭気を測定する場合と、煙突等排出口の臭気を測定す
る場合で、異なった算定手順が公定法として採用されている

【結論】同一希釈倍数で２回以上三点比較法の測定を行い、すべてで的中した
場合を正解とみなす方法を採用すべきである
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【目的】３つの誤差要因のすべてを組み込み、種々の手順・条件で臭気指数の測定
を再現できる確率論的計算手法を開発し、精度の高い測定手順を見つける
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